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＜緒言＞宇宙線イメージングは厚い物質を透過する muon を原子核乾板で捕えて大きい構造物の

内部を撮像する 1)。Muon は原子核乳剤中でゼラチンに懸濁された AgBrI 粒子上に銀ナノ粒子から

なる像（潜像）を形成する。潜像が形成された AgBrI 粒子は現像で Ag 粒子（飛跡）となる。感

度は粒子密度（N；飛跡 100μm 中の現像 Ag 粒子数）で表す。観測時間（t）が長い（数ヵ月）の

で、その間に形成された潜像を安定に保つことが重要な課題である。前報に続き本報では潜像形

成の機構に基づき退行の機構を提案し、ゼラチンと新規添加剤の効果を分析して機構を検証した。 

＜理論＞潜像形成機構 2)によれば潜像中心は+1/2 価のサイトに形成され（Agn
+1/2で表す）、電子過

程①（Agn-1
+1/2 + e⁻→Agn-1

-1/2）とイオン過程② (Agn-1
-1/2 + Ag⁺→Agn+1/2) を経て生成する。この機構

を基に前報で潜像退行はイオン過程③ (Agn
+1/2 → Agn-1

-1/2 + Ag⁺)と 電子過程④ (Agn-1
-1/2 →

Agn-1
+1/2 + e-) の繰り返しで起こると提案し 3)、潜像退行を抑制する添加剤Ⅰ（N ｱﾘﾙﾍﾞﾝｿﾞﾁｱｿﾞﾘｳﾑ

塩）が Ag の耐酸化性を損なわずに強く吸着して③を抑制することを確認して機構を検証した。 

④の過程においては、Agn-1
-1/2が熱的に電子を AgBrI 粒子の伝導帯へ放出して潜像退行する場合

には零次反応となり、N が t に対して直線性を示す。Agn-1
-1/2が照射に依らずに存在する酸化剤と

遭遇して電子を失い潜像退行する場合には一次反応となり、N の対数がｔに対して直線性を示す。

Agn-1
-1/2が照射で AgBrI 粒子に発生した正孔から生成した Br2によって再ハロゲン化することによ

り潜像退行する場合には潜像退行は二次反応となり、1/N がｔに対して直線性を示す。 

＜実験＞乳剤膜は約 200nm の AgBrI 粒子からなり、感度向上のため粒子の体積比率を最大化した。

最小電離粒子の Muon を simulate するために数十 MeV の電子線を照射した。現像液には XAA を

用いた。Ag と AgBrI 粒子の物性測定には理研計器製大気中光電子分光器(AC-2)を用いた。 

＜結果と考察＞AgBrI 粒子体積が 55％の場合には顕著な潜像退行が観測され、1/N は t に対して直

線性を示し、潜像退行は照射で発生した正孔から生成した Br2 による再ハロゲン化であることが

分かった。この潜像退行は粒子体積比が 40％では著しく弱くなったことから、ゼラチンが Br2の

再ハロゲン化を抑制することが分かった。粒子体積比 40％では N の対数と t は概ね直線関係で潜

像退行が一次反応であることを示したが、数日以内の潜像退行には両者が混在した。ゼラチン最

少化での潜像退行である。検証された機構に基づき潜像安定化への施策を考察し、提案する。 
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